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(57)【要約】
【課題】パルス幅変調技術及び快速走査を使用し、複数
の発光ダイオードに順番に導通させ、節電の機能を達成
することができる発光ダイオード表示装置を提供するこ
と。
【解決手段】発光ダイオード表示装置は第一変調モジュ
ール、複数の発光ダイオード、少なくとも一個の第一駆
動部品、第一走査モジュールを含む。該第一変調モジュ
ールは第一変調制御信号を出力可能で、該複数の発光ダ
イオードの一端は表示情報に接続し、該第一走査モジュ
ールは第一走査信号を該第一駆動部品に提供し、これに
より該第一駆動部品を駆動し、順番に該複数の発光ダイ
オードを導通させ、節電の機能を達成する。
【選択図】図１



(2) JP 3146730 U 2008.11.27

10

20

30

40

50

【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　発光ダイオード表示装置はLCD表示装置或いは照明に用いるバックライトで、
　第一変調モジュール、複数の発光ダイオード、少なくとも一個の第一駆動部品、第一走
査モジュールを含み、
　該第一変調モジュールは第一変調制御信号を出力可能で、
　該複数の発光ダイオードの一端は表示情報に接続し、
　該少なくとも一個の第一駆動部品は三端部品で、第一端は該複数の発光ダイオード中の
少なくとも一個の発光ダイオードの反対端に接続し、第二端は該第一変調制御信号に接続
し、
　該第一走査モジュールは該第一駆動部品の第三端に接続し、該第一走査信号を該第一駆
動部品に提供し、これにより該第一駆動部品を駆動し、該複数の発光ダイオードを順番に
導通させ、
　該第二変調モジュールは第二変調制御信号を出力可能で、
　該少なくとも一個の第二駆動部品は三端部品で、第一端は該複数の発光ダイオード中の
少なくとも一個の発光ダイオードの反対端に接続し、第二端は該第二変調制御信号に接続
し、
　該第二走査モジュールは該第二駆動部品の第三端に接続し、第二走査信号を該第二駆動
部品に提供し、該第二駆動部品を駆動し、該複数の発光ダイオードは順番に導通させ、節
電の機能を達成することを特徴とする発光ダイオード表示装置。
【請求項２】
　前記複数の発光ダイオードは相互に直列接続及び/或いは並列接続方式で連接すること
を特徴とする請求項１記載の発光ダイオード表示装置。
【請求項３】
　前記複数の発光ダイオードは先ず直列接続し、次に並列接続する方式で連接することを
特徴とする請求項２記載の発光ダイオード表示装置。
【請求項４】
　前記第一駆動部品及び該第二駆動部品はトランジスターであることを特徴とする請求項
１記載の発光ダイオード表示装置。
【請求項５】
　前記第一走査信号及び第二走査信号の周波数は少なくとも30Hzであることを特徴とする
請求項１記載の発光ダイオード表示装置。
【請求項６】
　前記第一変調モジュール及び第一走査モジュール、第二変調モジュール及び第二走査モ
ジュールはそれぞれＩＣ回路中に位置することを特徴とする請求項１記載の発光ダイオー
ド表示装置。
【請求項７】
　前記第一変調モジュール及び第二変調モジュールはそれぞれはパルス幅変調モジュール
で、しかも該第一変調信号及び第二変調信号のデューティーサイクルは1/10で、電流は数
百mAに達し、こうして発光ダイオードの輝度を拡大することを特徴とする請求項１記載の
発光ダイオード表示装置。
【請求項８】
　前記第一走査モジュールは該複数の発光ダイオード中の各一行の発光ダイオードを順番
に導通させ、該第二走査モジュールは該複数の発光ダイオード中の各一個の発光ダイオー
ドを順番に導通させ、こうして節電の目的を達成することを特徴とする請求項１記載の発
光ダイオード表示装置。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は表示装置に関し、特にパルス幅変調技術及び快速走査を使用し、複数の発光ダ
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イオードに順番に導通させ、節電の機能を達成する発光ダイオード表示装置に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　従来の液晶ディスプレー、特にノートPCの液晶ディスプレーは、通常は冷陰極管(CCFL)
をそのバックライトとするが、冷陰極管は消費電力が高いため、ノートＰＣバッテリーの
使用可能時間を短くしており、また環境保護のニーズに応えることはできない。
【０００３】
　そのため、発光ダイオード(LED)を液晶ディスプレーのバックライトとして採用するメ
ーカーも出ている。該方式は、パルス幅変調(PWM)により発光ダイオードの導通を制御し
、電流及びその輝度を向上させ、冷陰極管の代用とする。
　しかし、発光ダイオードの点灯を持続させると、電力を消耗する他に、熱を発生するた
め理想のものとは言えない。
【特許文献１】特開２００３－０６６９２９号公報
【特許文献１】特開平０８－２６３０２２号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　本考案は、従来の発光ダイオード表示装置の上記した欠点に鑑みてなされたものであり
、本考案が解決しようとする第一の課題は、パルス幅変調技術及び快速走査を使用し、複
数の発光ダイオードに順番に導通させることで、節電の機能を達成することができる発光
ダイオード表示装置を提供することで、
　本考案が解決しようとする第二の課題は、パルス幅変調技術を使用し、変調信号のデュ
ーティーサイクルを低下させ、変調信号の駆動電流を引き上げることで、発光ダイオード
使用個数を減らし、発光ダイオード全体輝度を向上させることができる発光ダイオード表
示装置を提供することで、
　本考案が解決しようとする第三の課題は、一個ずつの発光ダイオードをコントロール可
能とすることで、省エネの目的を達成することができる発光ダイオード表示装置を提供す
ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するため、本考案は下記の発光ダイオード表示装置を提供する。
　発光ダイオード表示装置は、第一変調モジュール、複数の発光ダイオード、少なくとも
一個の第一駆動部品、第一走査モジュールを含み、
　該第一変調モジュールは第一変調制御信号を出力可能で、
　該複数の発光ダイオードの一端は表示情報に接続し、
　該少なくとも一個の第一駆動部品は三端部品で、第一端は該複数の発光ダイオード中の
少なくとも一個の発光ダイオードの反対端に接続し、第二端は該第一変調制御信号に接続
し、
　該第一走査モジュールは該第一駆動部品の第三端に接続し、第一走査信号を該第一駆動
部品に提供し、これにより該第一駆動部品を駆動し、順番に該複数の発光ダイオードを導
通させ、節電の機能を達成する。
【考案の効果】
【０００６】
　本考案はパルス幅変調技術及び快速走査を使用し、複数の発光ダイオードに順番に導通
させ、節電の機能を達成することができる。
【考案を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下に図面を参照しながら、本考案を実施するための最良の形態について詳細に説明す
る。
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　図１は本考案第一最適実施例の発光ダイオード表示装置のブロックチャートで、図２は
本考案第一最適実施例の第一変調モジュール出力信号のモデル図で、図３は本考案第一最
適実施例の発光ダイオード表示装置の回路モデル図で、図４は本考案第一最適実施例の第
一走査信号のモデル図である。
【０００８】
　図に示すように、本考案の発光ダイオード表示装置はノートＰＣ或いは液晶ディスプレ
ーのバックライト中に使用可能で、第一変調モジュール10、複数の発光ダイオード20、少
なくとも一個の第一駆動部品31～34、第一走査モジュール40により組合わせ構成する。
【０００９】
　該第一変調モジュール10は第一変調制御信号を出力し、該第一変調モジュール10はパル
ス幅変調(PWM)方式により、それを図２に示すパルス幅変調信号に変調し、該発光ダイオ
ード20のデューティーサイクル(duty)を制御し、電流及び輝度を向上させる目的を達成す
る。
【００１０】
　一般の発光ダイオードの駆動信号のデューティーサイクルは約50％で、その駆動電流は
約20Maである。
　本考案の第一変調モジュール10は該第一変調制御信号をデューティーサイクルの1/10(
これに限定するものではない)に変調することができ、こうして駆動電流は数百mAに達し
、発光ダイオード20の輝度を向上させる。
【００１１】
　該複数の発光ダイオード20は高輝度発光ダイオード(これに限定するものではない)で、
しかもその色は単一色或いは多色混合で、バックライトが必要とする光源を提供すること
ができる。
【００１２】
　しかも、該複数の発光ダイオード20の一端は表示情報に接続し、相互に直列接続(或い
は「行」とも呼ぶ)及び/或いは並列接続(或いは「列」とも呼ぶ)方式で接続する。
　または例えば、先に直列接続し、次に並列接続する方式で連接する(図3参照)ことがで
きる(これに限定するものではない)。
【００１３】
　該複数の発光ダイオード20中の少なくとも一個の発光ダイオードの一端は該変調モジュ
ール10の出力端に接続し、本実施例中では三個の発光ダイオード20により、先に直列接続
し、次に他の発光ダイオード20と並列接続する方式を例として説明するが、これに限定す
るものではない。
【００１４】
　該複数の発光ダイオード20の一端は表示情報に接続し、該表示情報はマイクロコントロ
ーラー(図示なし)により出力され、一般には0或いは1信号である。
　これは一般の公知技術に属し、しかも本考案の重点ではないため、ここでは記述しない
。
【００１５】
　該少なくとも一個の第一駆動部品31～34は三端部品で、第一端は該複数の発光ダイオー
ド20中の少なくとも一個の発光ダイオードの反対端に接続し、第二端は該第一変調モジュ
ール10が出力する第一変調制御信号に接続し、第三端は該第一走査モジュール40に接続す
る。
　その数量は、並列接続する発光ダイオード20の数量と相同で、本実施例中では四個の駆
動部品31～34を例として説明するが、これに限定するものではない。
【００１６】
　該第一駆動部品31～34はＮＰＮ或いはＰＮＰトランジスター等で、本実施例中ではＮＰ
Ｎトランジスターを例として説明するが、これに限定するものではない。
　しかもその第一端はコレクター極(collector)等で、第二端はベース極(base)等で、第
三端はエミッター極(emitter)等であるが、これに限定するものではない。
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【００１７】
　該第一走査モジュール40の一端は該第一駆動部品31～34の第三端に接続し、第一走査信
号を該第一駆動部品31～34に提供し、該第一駆動部品31～34を駆動する。
　こうして四列並列接続の複数の発光ダイオード20中の各一行の発光ダイオード20は順番
に導通し、節電の機能を達成する。
【００１８】
　図４に示すように、本考案の特徴は該第一走査モジュール40により該第一走査信号を該
第一駆動部品31～34へと出力し、時分割多重(TDM)方式により、順番に該第一駆動部品31
～34を駆動する。例えば、各一個の第一駆動部品31～34は順番に1/4時間導通する。
　該第一走査信号の周波数は少なくとも30Hz（これに限定するものではない）である。
【００１９】
　使用者に視覚の残留効果を維持させるために、該発光ダイオード20が時分割多重により
表示することは感じられず、消費電力を低下させられる他に、発光ダイオード20が発する
熱エネルギーを減少させることができる。
　よって、本考案の発光ダイオード表示装置は、公知技術に比べ確実に進?性を備える。
　この他、本考案の第一変調モジュール10及び第一走査モジュール40はIC回路中に設置可
能で、これにより製造コストを低下させることができる。
【００２０】
　図５は本考案第二最適実施例の発光ダイオード表示装置のブロックチャートである。
　図に示すように、本考案の発光ダイオード表示装置はさらに、第二変調モジュール50、
少なくとも一個の第二駆動部品61～64、第二走査モジュール70を含む。
【００２１】
　該第二変調モジュール50は第二変調制御信号を出力可能で、該第二変調モジュール50は
パルス幅変調(PWM)方式により、第二変調制御信号を図２に示すパルス幅変調信号に変調
させる。
　こうして該発光ダイオード20のデューティーサイクル(duty)を制御し、電流及び輝度を
向上させる目的を達成する。
【００２２】
　該デューティーサイクルは1/10 (これに限定するものではない)で、電流は数百mAに達
し、発光ダイオード20の輝度を向上させることができる。
【００２３】
　該少なくとも一個の第二駆動部品61～64は三端部品で、第一端は該複数の発光ダイオー
ド20中の少なくとも一個の発光ダイオードの反対端に接続し、第二端は該第二変調モジュ
ール50が出力する第二変調制御信号に接続し、その数量は、並列接続する発光ダイオード
20の数量と相同である。
　本実施例中では四個の第二駆動部品61～64を例として説明するが、これに限定するもの
ではない。
【００２４】
　この他、該第二駆動部品61～64はＮＰＮ或いはＰＮＰトランジスター等（これに限定す
るものではない）で、本実施例中ではＮＰＮトランジスターを例として説明するが、これ
に限定するものではない。
　しかもその第一端はコレクター極(collector)等で、第二端はベース極(base)等で、第
三端はエミッター極(emitter)等であるが、これらに限定するものではない。
【００２５】
　該第二走査モジュール70は該第二駆動部品61～64の第三端に接続し、第二走査信号を該
第二駆動部品61～64に提供し、該第二駆動部品61～64をそれぞれ駆動し、これにより該複
数の発光ダイオード20中の一個の発光ダイオード20を順番に導通し、節電の機能を達成す
る。
【００２６】
　該第二走査信号の周波数は少なくとも30Hz(これに限定するものではない)である。
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使用者に視覚の残留効果を維持させるため、該発光ダイオード20が時分割多重により表示
することは感じられない。これにより、消費電力を低下させられる他に、発光ダイオード
20が発する熱エネルギーを減少させることができる。
　この他、本考案の第二変調モジュール50及び第二走査モジュール70はIC回路中に設置可
能で、これにより製造コストを低下させることができる。
【００２７】
　よって、本考案の発光ダイオード表示装置はパルス幅変調技術及び快速走査を使用し、
複数の発光ダイオードに順番に導通させ、節電の機能を達成する等の利点があり、公知バ
ックライトの欠点を確実に改善することができる。
【００２８】
　本考案は具体の実施例を上記の通り開示したが、これらは最適実施例に過ぎず、本考案
を限定するものではない。当該技術を熟知する者なら誰でも、本考案の製品と領域を脱し
ない範囲内で各種の変動や潤色を加えることができ、したがって本考案の保護範囲は、実
用新案請求の範囲で指定した内容を基準とする。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本考案の第一最適実施例の発光ダイオード表示装置のブロックチャートである。
【図２】本考案の第一最適実施例の第一変調モジュール出力信号のモデル図である。
【図３】本考案の第一最適実施例の発光ダイオード表示装置の回路モデル図である。
【図４】本考案の第一最適実施例の第一走査信号のモデル図である。
【図５】本考案の第二最適実施例の発光ダイオード表示装置のブロックチャートである。
【符号の説明】
【００３０】
　10　第一変調モジュール
　20　発光ダイオード
　31～34　第一駆動部品
　40　第一走査モジュール
　50　第二変調モジュール
　61～64　第二駆動部品
　70　第二走査モジュール
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【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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